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貴 島 恒 夫**

TsuneoKISHIMA**･.OntheSpeciesofMalavsianTimbers*

緒 岩

わが国の輸入品中木材は石油に次いで第 2の晶日に数えられている｡中でも東南アジア材を

主体とする南洋材の輸入はその一半を占め,わが国木材需要量の1/3にも迫りつつある｡そし

て東南アジア地域のMangroveや ゴム園 (rubberplantation)の老廃木をも含めて,南洋材の

パルプ原料としての利用が本格的にとり上げられ始め,南洋材の滞貨が大きな問題を投げかけ

ている｡このような現状にかんがみ,錨綜している東南アジア材の樹種一般を理解する途とし

て,ここに Malaysia産材について考察してみようと思う｡

Malaysiaは1963年 9月,当時の Malaysia,Singaporeおよび Borneoの英領 Sarawak,

Sabahが合併してできた連邦であるが,1965年 8月に Singaporeは分離独立した｡

Malaysiaの根幹はもちろん半島部の Malaya州であり,ここには重硬材に傾 く豊富な木材

資源が存在するし,Borneoの Sabah,Sarawak両州は,Indonesla領 Kalimantanからの出

材がはかばかしくない現在,わが国にとってむしろ重要な木材給源である｡

Malaysia 全域にわたっての木材樹種総数はまだ推定の域を脱 しないが,Malaya州につい

ては樹種識別の権威,Kepong林業試験場のBALANMENON氏がすでに約1,100種に近い木材樹

種を調査し,その内約700種は有用材であるという***｡Borneoについては,SabahとSarawak

両州の間に介在する英保護国 Bruneiの樹木名表****には約950種一一一一丁 うち160種はフタバガキ

科 Dipterscarpaceaeに所属- が記録されているし,隣りのKalimantan東部についてはIndo-

nesiaの林業試験場報告がすでに65科,238属,約2,000種を数えている*****｡ したがって

Malaysia材の総数も2,000種を下らないと見るのが妥当であり,有用材も1,000種に近いと見

るべきであろう｡

以下文献にあらわれた Malaysia材から商品として扱われているいわゆる有用材の樹種を概

観するに当って,便宜上,重硬材,軽軟材,装飾材,耐久材,特殊材および一般材の6つの種

別を設け,各々その代表的なもの数種を選んで解説するという手段をとった｡したがって残余

*第15回当所公開講演会 (本年 5月24日,大阪科学技術センター)において講演
**木材生物部門 (DivisonofWoodBiology)

***貴島恒夫,東南アジア研究,5,1,175-181(1967).
****HasanbinPukolandP.S.Ashton,AchecklistofBruneitrees(1963).
*****南方林業開発委員会 :カリマンタン森林調査報告 (1962).
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のものはあまり特徴のない材であり,一般材 としては現在最 も普通に多量に消費 されつつある

ものを取 り上げることになる｡なお輸入南洋材の呼称には Philippine名が普及 しているので,

該当種の Philippine 名 〔Ph〕が存在する場合には務めてそれを併記 し,さらに英語名 〔E〕

が広 く通用 している場合には これ も付記 した｡

A. 重 硬 材

重硬材の 存在は 南洋材の ひとつの 特徴である｡ もっ とも シタン (Rosewood), コクタン

(Ebony),タガヤサン (Ironwood) など高貴材は東南アジアでも,India-Pakistan-Burma

あるいはそれに近い北部に偏在 し,Malaysiaにはあまり多 くは存 しない｡

(1) Belian〔Mly*,Swk**,Sab***〕-Borneolronwood〔E〕

Eusideroxylonzu)angeriTEYSM.etBINN･:Lauraceae

黄褐～赤褐色で漸次暗色化し,気乾比重1.0前後,世界最強,一般にTeakの2倍の強さがあるといえる｡

耐久性は辺材にいたるまで大きく,超重構造,海中工に適する｡産出量可なり多く,Sabahの東海岸では産

.LJ用 の̀6,%にも達する｡ただし Sarawakでは1950年以来輸出禁止｡

(2) Giam 〔Mly,Swk〕,SelanganBatu〔Sab〕-Yakal〔Ph〕

Ho♪easpp.:Dipterocarpaceae

lndia～Malaysia～NewGuineaに分布｡Hopea属には約95種あるが,そのうち重硬なものがこの名で

呼ばれ, それ以外のものは後述の Merawanである｡ 代表種は 1=I.♪entanerviaSYM.,H.garangbuaya

AsliTON,fI.nutansRIDL.,H.semicuneataSYM.であろう｡黄褐～赤褐色であるが,緑黄色のものもある｡

気乾比重1.1前後,強さほ Teakの50%増しといえる｡重構造,船舶,水中工に適する｡

(3) Balau〔Mly〕,SelanganBatu〔Swk,Sab〕,Tekam 〔Swk〕-Yakal〔Ph〕

Shoreaspp.中の SectionShorea(SubgenusShorea):DiplerocarPaceae

この grOupには約50種- Borneoに 30種 Malayaに15種- あり,S.superbaSYM.,S.laevisRIDL.,

S.geniculataSYM.eXAsHTON,S.glaucescensMEIJER,S.guisoBL･などが主である｡Malaya～Borneo～

Philippinesに分布,暗褐～チョコL/-ト色,気乾比重は1.0前後,強さほ Belianに次ぎ,大体 Teakの

35-50%増しと考えてよく,耐久性も大きい｡従って第1級の重構造材であり,枕木や船舶にも適する｡

(4) Chengal〔Mly〕

Balanocarl)usheimiiKING :DiplerocarPaceae

おもに Malayaおよび隣りの Thailandに分布し,褐～暗褐色の材は時とともに暗色化する｡気乾比重

1.0前後,木理は多少交錯しているのが常であり,耐久性は大きい｡従って Malayaでは重構造材の代表者

であり,それだけにすでにかなり伐採されている樹種である｡

(5) ResaklMly,Swk,Sab]-NariglPh]

Vaiicaspp..･DiPterocarPaceae

この属には76種- Malayaに20種,Borneoに30種- が数えられているほか,Resakには Cotylelo-

biumspp･や UpunaborneensisSYM.- ともに DipierocarPaceae- も含まれる｡India～Thailand～

Malaya～Borneo～Indonesia～Philippines～NewGuineaと広く分布する｡ 黄褐～褐色で木肌は非常に細

かい｡気乾比重は0.9前後,かなり広い範囲にまたがっていて,とくに重いものに対してSabahでは Resak

*Malaya名,**SaraWak名,***Sabah名
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Batu,軽いものをResakBungaと呼んでいる｡やはり重構造用材であるが.ち密なるが故にボピソやシャ

ットルに適している｡

以上の外にも Malaysiaには,Merbau〔Mly〕Zntsiaspp.:Lequminosae,Pelawan〔Mly〕

Tristamiaspp･:Myrtaceae,Tembus:〔Mly〕Fagaraeaspp.:Logariaceae など重硬材が豊

富である｡

B. 軽 軟 材

Malaysia ことに Borneoには軽軟材 もまた少な くない｡Malaya林業試験場の基準では,

気乾比重 0.7以下のものを一応樫軟材 としている｡ 従って 針葉樹材はほ とんど この部類に入

る｡すなわち,

(6) MalayanKaurilMly],BindanglSwk],MengilanlSab]-AlmacigalPh]

Agaihisalba(Lam.)Foxw.:Araucariaceae･

lndo-china～Malaysia～NewGuineaの山岳地に分布する｡自～淡黄白色で木肌は細かく,シナノキを思

わせる｡気乾比重0.5前後｡NewZealandKauri,AgaihisaustralisSALISB.によく似ているが,これよ

り軽い｡用途は広範にわたるが,とくに合板,鉛筆に適する｡Malayaの商品の針葉樹材としては唯一のも

のであり,Sarawak産のものはおもに Australiaに向けられる｡

(7) RuBukit〔Mly〕,Sempilor〔Swk,Sab〕

Dacrydium elaium (RoxB.)WALL.:Podocarpaceae

巽～淡褐色で木肌は細かい｡ 気乾比重 0.6前後｡ 指物や床板用の材ではあるが産出量が少なく, いま

Malaysiaの山地に造林されている PinuskhasyaRoYLE,P.merkusiiJUNGH.etDEVRIES:Pinaceae

などと同様にあまり問題にならない｡

つぎに広葉樹材中の軽軟材であるが,われわれが軽軟材 といえはキ リ (気乾比重 0.30前後)

や Balsa(同じく0.17前後)を連想するので,最 も軽い ものか ら幾っかを挙げることにする｡

従って大体比重 0.5以下のものということになる｡

(8) AlamBunga〔Swk〕

ShoreaalbidaSYM.:Dipterocarz)aceae

Shorea属中のいわゆる LightRedMerantiの1種｡SaraWakおよび Bruneiに産する｡気乾比重は

0･6を中心に,0.3-0.8と非常に広範にわたっているが,未成熟材すなわち樹心付近の材がとくに低比重な

ので AlallBLmgaと呼んで Alan一般から区別する｡暗赤禍～紫赤色で木肌はややあらい｡

(9) Binuaug〔Mly,Swk,Sab〕-Binuang〔Ph〕,

OciomelessumatranaMIQ.:Datiscaceae

Malaya～NeWGuineaに分布｡淡黄～淡灰色,辺材は不明瞭,木肌はあらい｡気乾比重0.35前後で強度

は劣り,耐久性少なく,虫害にかかり易い｡ また柾目加工中に割れが生じ易い｡用途としてほ, 内装,令

板,キャビネット,木靴,カヌーなどがあげられ,生長の速い木だけにパルプ用としても充分考えてよい｡

これ らのほかに気乾比重の下限が0.4に迫 るものとして,Jongkong〔Mly,Swk〕Dactylo-

claduL"ienosiachysOLW･ :Melastomaiaceae,PelailMly,Swk,Sab]AIstonia angusliloba
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MIQ.:Al,Ocynaceae,Trentang〔Mly,Swk,Sab〕Campnospermaspp.:Anacardiaceae,

Jelutong〔Mly,Swk,Sab〕DyeracosiulataHooK.f･.･Apocynaceae,Sesendok〔Mly,Sab〕

Gubas〔Ph〕EndosPermummalaccenseMUELL.ARC.:Euphorbiaceae,Penarahan 〔Mly〕

Myristicaceaespp.などがあげ られるが, キ リや Balsaに匹敵するような有用材は 商品材中

には見当 らない.産量を問題にしなければ もつ と軽い材 も見出せるように思われる｡なお林木

ではないが Durian〔Mly〕Bombacaceaespp.ほ果樹仕立てのものに低比重のもの-0.4前後-

が とれるそうである｡Balsaと同料であるか ら当然か も知れない｡

C. 装 飾 材

南洋材には,色彩,紋様,光沢などに よって装飾的価値の高い材が多い,以下定評のあるも

のについて例示 してみ よう｡

(10)MempisanglMly],KepayanglSwk],PisangPisanglSab]

Anonaceaespp.-Mezzetiiaspp.その他

帯森～帯紅黄褐色でいずれかといえば軽量材,気乾比重0.6前後｡柾目面にとらふ (虎斑,silvel･員gure,

rayfleck)が著しい｡

(ll)Terap〔Mly,Swk,Sab〕-Antipolo〔Ph〕(属称)

AriocarPuselasticusREINW.:Moraceae

気乾比重0.6以下の軽量材で,時としてウォルナット色 (walnutbrown)が魅力的である｡

(12)Tremtang〔Mly,SWk,Sab〕一(上記)

気乾比重 0.4前後の軽量材｡淡紅色 (lightsalmonpink)が美しいO 木肌は細かいが木理の交錯があ

る｡

(13)Sepetir戸aya〔Mly〕,SwampSepetir〔Mly,Swk〕

Copaiferapalustris(SYM.)DEWIT.:Leguminosae

気乾比重0.7前後の中量材｡赤褐色で時に面白い紋理 (もく)をあらわす｡ (後述の Sepetir(24)参照)｡

(14)Geronggamg〔Mly,Swk〕,Serungan〔Sab〕

Cratoxylonarborescens(VAHL.)BL.:Guttiferae

気乾比重0.5前後の軽量材｡淡いれんが色～暗紅色が美しく,光沢も強い｡木肌はややあらいが,高級亥

具に賞用される｡

(15)Jongkong,MedangTabak〔Mly,Swk〕- (3頁参照)-MedangJongkongは日本の

市場名

Sarawak～Sabah～Indonesiaに豊富に産する｡気乾比重0.4-0.5程度の軽量材｡灰黄色で組織学的に

は材則両部にもとづく小さい斑点ないし条線が特徴｡製材後は辺心材の別が困難になる｡

(16)Ramim〔Mly,Swk,Sab〕一一Ramin〔Ph〕

Gonysiylusbancanus(MIQ.]BAILL.:Gonystylaceae

気乾比重0.6-0.7程度の中量材｡淡黄色で木肌は細かく硬い材｡ 耐久性少なく,臭気があるなどの欠点

もあるが,加二l二上はブナ (beech)に似ているところから,Europeでは家具や モールディングに貰用され,

接着性も良い｡

(17)Mengkulang〔Mly〕,Dungun〔Swk〕
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Heriiiera(または Tarrietia)spp.:Sierculiaceae

気乾比重0.8-1.0の中～重量材｡木肌はあらいが, 赤～赤禍～暗赤褐色で暗色の放射組織が材面に小斑

をあらわす｡

(18)Kempas,Tualung〔Mly〕,Tapang〔Swk〕,Mengaris〔Swk,Sab〕

Koompassiaexcelsa(BECCARI)TAUB.:Leguminosae

気乾比重 0.8-0.9程度の中～重量材,赤禍～晴褐～ チョコレ一一ト色で木肌は むしろあらいが均等,

ripplemarkが著しく美しいので,家具,キャビネットとして優秀｡

(19)Machang〔Mly〕,Asam 〔Sab〕-Mango〔Ph〕

Mangiferaspp.:Anacardiaceae

気乾比重0.6内外の軽量材｡木肌はあらく,灰褐～赤褐色,時に崇～灰黒色あるいは暗褐～黄色の縞があ

らわれるので,これをとくに StreakedMachangとして賞用する｡

(20)Rengas〔Mly〕

Melanorrhoeaspp.:Anacardiaceae

気乾比重0.8内外の中量材｡ 樹液は有毒であるが,暗赤～黄色に情色～帯黄色の縞が あらわれるという

独特の色調のため,キャビネットや高級家具として賞用される｡

(21)Nyatoh〔Mly,Swk,Sab〕-Nato〔Ph〕

Palaquium spp.:Sabotaceae

気乾比重0.7内外の軽量材｡酸っぱい臭気があるが,暗視～赤褐色で板目にしばしば波紋絹もく(lVatered

silkfigure)があらわれる｡

(22)Melumak〔Mly〕,Barn〔Swk〕,Takalis〔Sab〕

Pentacespp.:Tiliaceae

気乾比重0.7程度の軽量材｡木肌は細かく均等,紅褐～赤褐色で ripplmarkが美しく,高級な装飾材と
いえる｡

(23)DarkRedMeranti〔Mly〕,Engabang〔Swk〕,ObaSuluk〔Sab〕-BorneoMahogany

〔E〕

ShoreaPaucijloraKING :Diplerocarpaceae

気乾比重0.7程度の中量材｡Shorea属に所属する材のうち後述の Rubrosnoreaすなわち RedMeranti

group,中でも濃赤色重硬な材の代表者｡木理が交錯していて幅広いリボンもくが柾目に著しく,光沢あり,

加工容易なので,高級家具,船のプランキソグに適している｡

(24)Sepetir〔Mly,Swk,Sab〕-Supa,WhiteNato〔Ph二〕

Sindoraspp.:Leguminosae

気乾比重0.4-0.6程度の軽量材｡赤禍～金褐色で暗褐色の縞のあるものは装飾的であり魅力がある｡ な

お Sepetirには前記の SepetirPaya(13)も含まれる｡

このように装飾性の画か ら南洋材を見 るとまだ まだ面白い 樹種があろ うが, 現に Malaya,

Singapore あた りの 家具材料 として よ く用い られている樹種は Dark Red Meranti(23),

MerEaWa(28),Nyatoh(21),Ansena〔Mly〕Ptrocarpusspp.:Leguminosae,Rengas(20),

Sepetir(24)な どであるo

D. 耐 久 材

Malaysiaには重硬材が多 く, これ らは概 して菌害, 腐朽のみな らずシ ロア リ,海虫,せん
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孔虫などに対する抵抗 も強い｡その最 も著 しいものをあげるとつぎの通 りである｡

(25)Belian,Borneolronwood- (1)

菌害,シロアリ,海虫などに対して例外的に強い超ど級の材ではあるが,海虫に対して免疫的でもなくヒ

ラタキクイムシ類 (pinholebeetel)にはたまに侵されることがある｡

(26)Upun〔Swk,Sab),Penyan〔Swk〕-(Resak(5)の1種)

UpunaborneensisSYM.:DipterocarPaceae

一名 Balau〔Mly〕(3)ともいう｡前者 Belianに次ぐ耐久材であるが,Ambrosiabeetleには侵されや

すいという｡

(27)BalauKamuslMly],KamuslSwk],SelanganBatuKamuslSab]

ShorealaeuisRIDL.:Diz)terocarpaceae

すでに重硬材 (3)で記したように Shorea属中の Shoreagroupの1種である｡気乾比重1.0に近く,

耐久性大きく,現地でも枕木として15年保つという｡Sabah産の重硬材中最も輸.出量の多い材である｡

実はこれよりもさらに耐久性の大きい近似の種 BalauXamusHitam〔Mly〕,SelanganBatuAsam

〔Sab〕S.maxwellianaKINGがあるが蓄積が僅少で問題にならない｡

以上, 重硬耐久材のほかに せん孔虫 (beetle)に強いものとしてなお Resak,Cotylelobium

spp.(5),後記の Keruing,Dipterocarpusspp.(31)- ともに Dipterocarpaceae-などがあげ

られるが, ヒラタキクイムシの叛 (pinholebeetle) に侵されない ものはないといってよい｡

同様に海虫 (morineborer)に強いものとしては前記の Belian,Upun,Resak,Keruing,

Giam のほかに Dungun〔Mly,Swk,Sab〕HerilieralittoralisAITON:Sterculiaceae(Meng-

kulang(17)参照),Aterbau(3貢参照),Kasai〔Mly,Swk,Sab〕Pomeiiaspp.:Sapin-

daceae,DarkRedMeranti(23),Merpauh〔Mly〕Selan〔Swk〕Swintoniaspp.:Anacar-

diaceaeなどがあり,これ らはたいてい船舶用材 として使われている｡

ちなみに現在 Malaya,Singapore に おいて 最 も普通に 用いられている電柱材の 樹種は

Keruing(31),Kempas(18),Chengal(4)であり,Chengalは腕木に,Kempasは枕木に

も用いられている｡

E. 特 殊 材

上記以外の特異材を特殊材 と称するとすれば,この項下ではおもに含有物に関してのそれを

あげることになる｡

まず silica(無水珪酸)をはじめ修酸石灰,炭酸石灰の結晶など固形物を多 く含むものは加

工上嫌われる｡南洋材にはこの種のものの多いことは周知のとおりである｡すなわち,

(28)Mersawa〔Mly,Swk〕,Pengiran〔Sab〕

Anisopleraspp.:DipierocarPaceae

同属には十数種あり,いずれも黄～黄褐色で YellowMerantiに似た中量強敵な材であるが,silica含

量の多い点では定評がある｡それにも拘らず蓄積が多いので内装などに広く用いられる｡
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(29)Resak(5)中とくに

Colylelobium spp.

(30)Geronggamy(14)

(31)Keruing〔Mly,Swk,Sab〕-Apitong〔Ph〕

Dipterocarpusspp.

中でも

ⅩeruingMempelas〔Mly,SWk,Sab〕

D.criniiusDYER

(32)Rengas(20)

などはとくに著名である｡

つぎに樹脂 (resin),dammar (gum)の類は南洋材には余 りにも普遍的なので,例示を省

略するが,有害刺激性の樹液を含むものの類としてほ,Anacardiaceae (ウルシ科) に属する

Rengas(20)はもちろん,

(33)MedangPadang〔Swk〕

LitseapalustrisKosTERMANS :Lauraceae

鋸屑に刺激性がある｡

(34)Kulim lMly],BaeangHutanlSwk]

ScorodocarpusborneensisBECC.:Oleaceae

材にニンニク臭がある｡

などがあるが,これら特殊の抽出物に関するものもまた南洋材には多いはずである｡

F.一 般 材

特異な点のない一般用材を代表するものをあげるとすると,現在最も広 く多量に用いられて

いるものということになるが,この分野のものはすでに経験的によく知 られているので,ほん

の概略を記すにとどめたい｡

(35)MerantilMly]-LauanlPh]

Shoreaspp.,Parashoreaspp.Pentacmespp.etc.:Dipterocarpaceae

その主要部分は Shorea属のものであるが,同属の樹種としてほすでに155種が数えられており,材質に

も偏差が大きいので,普通下記の 4section(group)に分けて扱われる｡

(a)SectionShorea(あるいは Eushorea)Balauの類 ((3二),(27)参照)

(b)SectionAnthoshorea

WhiteMeranti〔Mly,Swk〕,Melapi〔Sab〕の類-WhiteLauan〔Ph〕

(C)SectionRicheiioides(あるいは Richetia)

YellowMerantilMly,Swk],YellowSerayalSab]1-YellowLauanlPh]

(d)SectionRubroshorea
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RedMeranti〔Mly,Swk〕,RedSeraya〔Sab〕-RedLauan〔Ph〕

そのうち樹種数の最も多いのは(d)RedMerantiであり,全Merantiの2/3に近く,(b)WhiteMeranti

および (C)YellowMerantiこれに次ぐ｡

(36)Keruing (31)

Philippinesの Apitongである｡

(37)Kapur〔Mly,Swk,Sab〕-BorneoCamphorwood〔E〕

DryobalanoPsSPP.:DipierocarPaceae

Malayaに2種,Borneoに6種あり,Sabahの輸出材としては品質からいって最も重要な地位をしめて

いる｡

ちなみに,現在 Malaysiaの輸 出木材を量的に見れば,RedMeranti,WhiteMeranti,Ke-

ruing,KapurYellow Merantiの順位を とっているといえよう｡
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